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「森林・農地・水域を通ずる自然循環機能の

高度な利用技術の開発」成果発表会

「矢作川流域に自然の循環機能を探る」の開催

化学環境部栄養塩類研究グループ長 菅原 和夫

農業環境技術研究所は、2000年より農林水産

省傘下の独立行政法人や愛知県などと連携し

て、農林水産業に起因する栄養塩類の負荷と自

然環境の調和をめざした「森林・農地・水域を

通ずる自然循環機能の高度な利用技術の開発

(自然循環プロジェクト)」を実施してきました。

2005年11月11日、ウィルあいち（愛知県女

性総合センター）において、上記プロジェクト

の中から矢作川（やはぎがわ）流域に係わる研

究成果をとりまとめて、成果発表会を開催しま

した。当日の参加者数は合計184名であり、そ

の内訳は、地方自治体から98名、大学から20名、

民間から24名、独法行政法人研究機関から31名、

そして当所からの11名でした。

【講演の内容】向井 宏氏（北海道大学）から、

厚岸湾における研究を基に、森林・農地から水

域への物質の流れが魚介類の生産に寄与してい

る成果について紹介がありました。また、洲崎

燈子氏（豊田市矢作川研究所）から、矢作川研

究所の概要の説明とともに、市民も参加した環

境保全活動の事例として「矢作川森の健康診断」

の紹介がありました。板橋直氏（農業環境技術

研究所）から、矢作川流域の全体を対象として

窒素の流出を推定した結果、人間の生活から発

生するし尿・生活雑排水の占める割合が高いこ

とが示されました。今井克彦氏（愛知県農業総

合試験場）から、矢作川下流域の洪積台地に広

がる茶園から地下水に溶けて流出する窒素が、

低地に広がる水田において浄化される仕組みが

示されました。児玉真史氏（水産総合研究セン

ター中央水産研究所）から、矢作川の下流域で

高濃度の窒素負荷が発生している実態が示され

ました。三河湾は慢性的に富栄養の状態にあり

ますが、栄養塩類の負荷濃度を半分に減らすと

赤潮を改善出来るとのシミュレーション結果が

示されました。岡本俊治氏（愛知県水産試験場）

から、矢作川河口へ流入した栄養塩類が植物プ

ランクトンの発生を促し、潮の満ち引きによっ

て干潟へと移動した植物プランクトンがアサリ

とノリの生産に結びつく仕組みが示されまし

た。竹中千里（名古屋大学大学院生命農学研究

科）から、矢作川中流から上流にかけて広がる

豊かな森林に、名古屋や豊田などの都市域を発

生源とする酸性物質が多量に降下している実態

が示されました。

【論議の内容】発表会の最後に行われた「市民

との対話」において、洲崎氏などから「矢作川

の水質を良くするために自然循環プロジェクト

としての具体的な提言を望む」との発言があり

ました。矢作川研究所における市民参加型の事

例などを参考にして、行政施策等へ反映できる

ような情報発信への取り組みが必要と考えられ

ます。


